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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

　

町
民
の
放
射
線
に
よ
る

健
康
へ
の
影
響
や
不
安
の

軽
減
に
関
す
る
調
査
、
対

策
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
総
括
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
移
住
定

住
を
促
進
し
て
い
ま
す
が
、

新
た
な
住
民
に
な
ろ
う
と

す
る
人
に
対
し
、
放
射
線

の
現
状
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
ど
の
よ
う
な

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す

か
。

　

箒
平
地
区
を
対
象
に
消

火
器
を
設
置
し
た
家
庭
に

助
成
金
を
交
付
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

日
ま
で
の
交
付
件
数
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
の
家

庭
を
対
象
と
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

小
磯

　

施
政
方
針
は
向
こ
う
１

年
間
の
基
本
的
施
策
や
政

治
方
針
に
つ
い
て
方
向
性

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
町

民
生
活
に
直
結
す
る
も
の

で
す
。

　

そ
こ
で
以
下
伺
い
ま
す
。

①
町
勢
振
興
計
画
と
整
合

性
の
と
れ
た
基
本
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
令
和
３
年
度
重
点
政
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
教
育
全
般
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

④
令
和
３
年
度
財
政
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

渡
邉

渡
邉

町
長

　

本
年
３
月
に
「
広
野
町

放
射
線
健
康
対
策
委
員

会
」
か
ら
広
野
町
に
お
け

る
放
射
線
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
総
括
す
る
答
申
を
受
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
が
抱
く
放
射
線
に

関
す
る
放
射
線
健
康
対
策

委
員
会
に
お
い
て
、
各
種

調
査
結
果
の
分
析
、
評
価
、

情
報
発
信
を
行
い
、
放
射

線
に
関
す
る
各
種
不
安
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

町
長

　

平
成
８
年
８
月
19
日
の

補
助
金
交
付
要
綱
施
行
以

来
、
交
付
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

町
内
全
域
の
家
庭
を
対

象
と
し
た
補
助
対
象
範
囲

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
検
討
し
ま
す
。

放
射
線

消
火
器

施
政
方
針

不
安
払
拭
の
取
り
組
み
を

町
長
／
継
続
し
て
取
り
組
む

全
域
に
設
置
助
成
を

町
長
／
範
囲
拡
大
前
向
き
に
検
討

今
後
の
財
政
計
画
は

町
長
／
不
交
付
団
体
の
状
況
継
続

町
長

①
「
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
身

近
な
犯
罪
防
止
、
不
安
解

消
に
よ
る
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
」「
子
ど
も

た
ち
を
安
心
し
て
育
て
る

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
」「
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
と
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
ま
ち
」「
だ
れ
も
が
明

る
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
」「
互
い
に
支
え

あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」「
双
葉
郡
復
興

の
拠
点
と
な
る
環
境
と
共

生
し
た
利
便
性
の
高
い
ま

ち
」「
安
全
・
安
心
し
て

快
適
に
利
用
で
き
る
都
市

環
境
の
整
っ
た
ま
ち
」「
社

会
の
要
請
に
応
え
活
気
と

活
力
の
あ
る
ま
ち
」「
地

域
の
特
色
が
光
る
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
」「
顔
の

見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

減免措置等の今後は
町長／引き続き強く訴える

　医療保険、介護保険の保険
料、窓口負担の減免措置につ

いて、令和３年度も国の支援が継続する
ことになりました。
　今後は避難指示が解除された地域での
見直しが実施されることになると思われ
ますが、今後はどのようなものになると
思われますか。

　今後も国、県に対し、国民健
康被保険者や後期高齢者医療

被保険者の減免措置は、生活再建に必要不
可欠な施策であることを引き続き強く訴え
ていきます。

生活再建

渡邉

　

箒
平
地
区
は
、
高
齢
者

が
多
い
限
界
集
落
で
あ
り
、

荒
廃
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

箒
平
地
区
の
存
続
に
向

け
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
か
。

渡
邉

町
長

　

令
和
３
年
２
月
19
日
に

箒
平
地
区
の
存
続
を
願
う

町
民
有
志
が
団
体
を
組
織

さ
れ
、
町
に
対
し
箒
平
地

区
の
里
山
文
化
の
保
存
継

箒
平
地
区

存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
は

町
長
／
風
景
資
源
保
全
地
区
に

承
を
求
め
る
要
望
書
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
、
必
要
な
消
耗
品

や
燃
料
の
支
援
、
当
地
区

を
「
広
野
町
風
景
資
源
保

全
地
区
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
広
野
町
箒
平
地
区
風

景
資
源
保
全
活
動
委
員
会

を
組
織
し
、
町
民
参
加
型

の
保
全
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

県
に
対
し
、
箒
平
地
区

へ
の
重
要
な
連
絡
道
路
で

あ
る
県
道
上
戸
渡
広
野
線

の
局
部
改
良
事
業
の
早
期

完
成
を
引
き
続
き
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
い
き
い

き
と
し
た
ま
ち
」「
す
べ

て
の
町
民
が
輝
く
ま
ち
」

「
い
き
い
き
と
し
た
地
域

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
て
各
種
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
文
化
交
流
複
合
施
設
整

備
事
業
、
広
野
町
風
景
資

源
保
全
事
業
、
広
野
町
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事

業
、
学
校
給
食
無
償
化
事

業
、
移
住
定
住
促
進
対
策

事
業
、
広
野
町
高
齢
者
安

全
運
転
支
援
装
置
設
置
事

業
、
サ
ッ
カ
ー
国
際
人
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
、

町
民
号
運
行
事
業
、
広
野

駅
周
辺
整
備
事
業
、
第
５

次
広
野
町
町
勢
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
事
業
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
事
業
、
ふ
く
し

ま
森
林
再
生
事
業
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
、

東
町
仮
置
場
原
形
復
旧
事

業
、
土
砂
採
取
区
域
災
害

対
策
事
業
等
を
主
な
重
点

事
業
と
し
て
い
ま
す
。

③
新
学
習
指
導
要
領
お
よ

び
「
第
二
次
広
野
町
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
教

育
活
動
を
展
開
し
、
ふ
た

ば
未
来
学
園
中
高
一
貫
校

と
の
連
携
を
見
据
え
な
が

ら
、
広
野
町
立
学
校
独
自

の
魅
力
あ
る
教
育
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
教
科
担

任
制
の
導
入
、
人
権
教
育

開
発
事
業
の
継
続
、
一
人

１
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
教
育
ソ
フ
ト

を
導
入
し
、
授
業
お
よ
び

家
庭
学
習
に
お
い
て
活
用

し
て
、
町
独
自
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
を
配
置
し
、
本
町

の
教
育
実
態
に
即
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

語
学
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

す
る
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
外
国
語
指
導
助
手

を
活
用
し
た
英
語
教
育
に

加
え
、
中
学
校
に
お
い
て

異
文
化
交
流
、
国
際
理
解

や
国
際
協
調
の
学
び
を
目

的
と
し
た
東
日
本
国
際
大

学
と
の
交
流
事
業
（
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
）
を

新
た
に
開
始
し
、
小
中
学

校
児
童
生
徒
合
同
で
の
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
異

文
化
交
流
宿
泊
体
験
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

中
学
校
に
お
い
て
、
地
域

の
人
的
・
物
的
資
源
を
活

用
し
、
映
像
制
作
を
通
し

て
「
ふ
る
さ
と
広
野
町
」

の
良
さ
を
再
発
見
し
、
伝

統
と
文
化
を
見
つ
め
直
す

こ
と
で
、
広
野
町
の
未
来

と
地
域
の
復
興
に
貢
献
で

き
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成

を
目
的
と
し
た
「
ふ
る
さ

と
創
造
学
」
に
取
り
組
み

ま
す

④
歳
入
面
で
は
、
自
主
財

源
で
あ
る
町
税
が
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
５

７
２
９
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
町
民
税
に
つ

い
て
は
、
法
人
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

広
野
火
力
発
電
所
内
の
償

却
資
産
の
減
価
償
却
な
ど

に
よ
り
減
収
見
込
み
の
た

め
、
前
年
度
当
初
予
算
比

較
７
４
６
５
万
円
減
額
し

て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
う
ち
、
普

通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
も
不
交
付
団

体
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

国
県
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
増
額
見
込
は
あ
る
も

の
の
、
震
災
復
興
特
別
交

付
税
は
、
事
業
規
模
の
縮

小
な
ど
に
よ
り
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
歳
入
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
財

政
調
整
基
金
、
公
共
用
施

設
維
持
補
修
基
金
な
ど
各

種
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

に
よ
り
、
財
源
の
確
保
を

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、

復
興
計
画
最
後
の
年
で
あ

る
こ
と
を
見
据
え
、復
興
・

創
生
事
業
へ
の
取
り
組
み

を
最
優
先
と
し
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
・
優
先

的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
と
比
較
し
て
５
億

２
９
４
万
円
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
主
な
増
額
の

理
由
と
し
て
は
、
投
資
的

な
経
費
で
あ
る
広
野
駅
周

辺
整
備
事
業
、
ふ
く
し
ま

森
林
再
生
事
業
な
ど
の
普

通
建
設
事
業
費
、
サ
ッ

カ
ー
国
際
人
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
支
援
事
業
な
ど
の
維

持
補
修
費
、
駅
東
側
整
備

事
業
や
東
町
産
業
団
地
整

備
事
業
に
よ
る
土
地
開
発

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど
が
増
額
し
て
い
ま

す
。

景色の良い箒平地区

町長


